
海氷融解機構とアイスアルベドフィードバック 

 

南極海やオホーツク海といった季節海氷域で

は、短波放射（日射）がまず海氷の隙間の海洋

中に吸収され、その熱が海氷を側面と底面から

融解していくことでほとんどの海氷融解がなさ

れる（図 1、図 2参照）。 従って、海氷の融解

を考える場合、海氷と海洋を結合（カップリン

グ）させたシステムとして理解することが本質

的となる。大気は外力としてだけ考え（フィー

ドバックを考えない）、海氷と海洋を結合した系

を考えると、「一度海氷密接度が小さくなると、

開水面が増えた分日射をより吸収し、海氷の融

解を促進させて、ますます密接度が小さくなる」

といった正のフィードバック効果が生じうる

（図 3 参照）。これは海氷と海洋のアルベド（太陽に対する反射率）の違いがフィードバックを生

じさており、いわゆる「アイスアルベドフィードバック」の一つと言える。 

 
図 1：夏季の南極では、開水面では大きな正味の熱

のインプットがあるが、海氷面ではほとんど熱の

インプットはない。 

 

図 2：季節海氷域の融解は、短波放射（日射）がまず海氷の隙間の黒っぽい海洋中に吸収され、その熱

が海氷を側面と底面から融解していく過程が主となる。 



 

「アイスアルベドフィードバック」とは、もともとは「地球上の雪氷面積が増加すると、太陽に

対する地球の反射率（アルベド）が増加し、地球が冷却し、ますます雪氷面積が増加する」という

正のフィードバックに対して使われているもので、地球の気候変動を決める機構の一つと考えられ

ている。雪氷の中でも海氷は最も大きく変動しうるもので、海氷の増減が引き金となってこの正の

フィードバックが気候変動に大きな影響を与える可能性は十分ある（例えば、近年の北極海夏季の

急激な海氷減少）。しかし、海氷によるアルベドフィードバック効果に関しては、データに基づい

た議論はあまりなされていない。 

我々は、海氷融解期における海氷・海洋結合システムとアルベドフィードバック効果に対して、

ます観測データからの理解を深め、結合システムとフィードバック効果を適切に表現しうる簡略モ

デルを提出し、この効果が海氷・海洋変動に与えるインパクトを評価することを行っている。 

地球気候系全体のアイスアルベドフィードバック効果を理解することは、様々な要素が介在し複

雑すぎて容易ではない。本研究は、その中の一つの、海氷・海洋結合系というコンポーネントはど

うなっているのか？ということに理解を深めていこうというものである。 

 

もう少し詳しくは 

海氷・海洋結合系におけるアイスアルベドフィードバック （科学研究費基盤研究C報告）

 

図 3：南極海やオホーツク海の海氷後退の年々変動は、海氷・海洋アルベドフィードバック効

果によって、ある程度説明できる。 図は中里春香さん作成。 

http://wwwod.lowtem.hokudai.ac.jp/%7Eohshima/kakenC.html
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